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ス
ワ
ロ
ー
エ
業
朱
式
会
社

気
兼
ね

な
く

相
談

で
き

る
風

通
し

の

良
さ
が
働
き
か
い
に
つ
な
が
る

人
材
育
成
と
健
康
経
営
に
力
を
入
れ
、

働
き

が
い

の
あ

る
会

社
に

新
潟

県
燕

市
に

本
社

を
置

き
太

陽
光

架
台

や
雪

止
め

金
具

な
ど

の
企

画
・

製
造

・
販

売
を

展
開

し
て

い

る
ス

ワ
ロ

ー
エ

業
株

式
会

社
。

2
0
2
0
年

に
は

新
た

に
ア

ウ
ト

ド
ア

事
業

を
ス

タ
ー

ト
さ

せ
た

ほ
か

、
現

在

も
様
々
な
新
規
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
う

し
た

会
社

の
成

長
を

支
え

る
原

動
力

と
な

っ
て

い
る
の
が
従
業
員
た
ち
だ
。
同
社
で
は
⑳
S釦

代
の

若
い

世
代

の
従

業
員

が
多

く
、

一
人

ひ
と

り
が

成
長

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
人

事
制

度
や

教
育

機
会

の
提

供
に

力
を

入
れ

て
き

た
。

新
規

事
業

の
立

ち
あ

げ
の

裏
側

に
も

、
「

従
業

員
が

挑
戦

す
る

場
を

用
意

し
た

い
」

と
い

う
会

社
と

し
て

の
狙

い
が

あ
る

と
い

う
。

生
産

性
の

向
上

や
人

材
育

成
、

働
き

や
す

い
職

場

環
境

づ
く

り
と

い
っ

た
様

々
な

取
り

組
み

が
評

価
さ

れ
、

一
般

財
団

法
人

日
本

次
世

代
企

業
普

及
機

構

(ホ
ワ

イ
ト

財
団

)に
ょ

る
「

ホ
ワ

イ
ト

企
業

」
認

定
を

2
0
2
0
年
か
ら
3
年
連
続
で
取
乍
侍
。
ま
た
、
健
康
経

営
に

も
2
0
2
0
年

度
か

ら
本

格
的

に
取

り
組

み
、

2
0
2
3
年

度
は

「
健

康
経

営
優

良
法

人
中

小
規

模

法
人
部
門
」
で
「
ブ
ラ
イ
ト
5
0
0
」
の
認
定
を
取
得

し
た

0

同
社

が
健

康
経

営
に

取
り

組
み

始
め

た
き

っ
か

け

は
、

健
康

診
断

の
結

果
が

あ
ま

り
良

く
な

い
従

業
員

が

多
か

っ
た

か
ら

だ
と

い
う

。
代

表
取

締
役

の
原

田
雅

史

氏
は

次
の

よ
う

に
語

る
。

「
当

社
で

は
経

営
理

念
の

一
つ

に
社

員
の

豊
か

さ

を
掲

げ
て

お
り

会
社

の
盛

衰
を

左
右

す
る

の
は

人
材

で
あ

る
と

い
・

つ
考

え
方

が
創

業
当

初
か

ら
根

づ
い

て
い

ま
し

た
。

従
業

員
が

仕
事

に
や

り
が

い
を

持
ち

、
曲

豆
か

な
人

生
を

送
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
や

は
り

健

康
で

あ
る

こ
と

が
何

よ
り

も
大

切
で

す
。

そ
し

て
、

従

業
員

の
健

康
が

会
社

の
生

産
性

を
高

め
る

こ
と

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。
こ

う
し

た
考

え
か

ら
、

健
康

経
営

の

健
康

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を

ふ
ま
え
て
年
1
回
ほ
ど
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
睡
眠

や
メ

ン
タ

ル
、

生
活

習
慣

な
ど

テ
ー

マ
は

多
岐

に
わ

た
る

。
ま

た
、

社
内

図
書

館
に

へ
ル

ス
ケ

ア
関

係
の

書
籍

を
置

い

た
り

、
血

管
年

齢
測

定
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

り
な

ど

し
て

、
従

業
員

が
自

身
や

家
族

の
健

康
に

つ
い

て
意

識

を
高

め
る

き
っ

か
け

を
提

供
し

て
い

る
。

"一ど、一
こ
の
ほ
か
、

働
き

倉

や
す
い
職
場
づ

く
り

に
も
力
を
入
れ

て
お

鼻

り
、
時
問
外
労

働
の

推
進

に
力

を
入

れ
て

き
ま

し
た

」

本
格

的
に
健

康
経
営
に

取
り
組
む

た
め
に
は

、
経
営

ト
ッ

プ
、

が
本

気
に

な
り

、
従

業
員

に
意

識
改

革
を

促
し

て
い

く
こ

と
が
重
要

だ
。
加
え

て
確
実
に

実
行
し
て

い

く
た

め
に

、
「

健
康
づ
く

り
担
当
者

」
を
設
置

し
て
役

割
と

責
任

を
明
確
に

し
、
体
制

づ
く
り
を

し
た
。
そ

の

う
え

で
、
「

健
康

経
営

優
良
法

人
ブ

ラ
イ
ト

5
0
0
」

の
取

得
に

向
け

た
具

体
的

な
計

画
を

立
て
、

必
要

な

施
策
を
推

進
し

て
い

っ
た
の

だ
。

月
1
回
の
安
全
衛
生
委
員
会
の
開
催
健
康
診
断

の
受

重
+
1
0
0
%

に
向

け
た
施

策
ス

ト

レ
ス

チ
エ

ッ
ク

の
実

施

な
ど

の
ほ

か
、

同
社

が

特
に

力
を
入

れ
て

い

る
の

が
従
業

員
に

向

け
た

健
康
セ

ミ
ナ

ー
.

だ
。
例
え
ば
、
社
内
で

M

取
り

組
ん

で
き

た
。

こ
う

し
た

取
り

組
み

の
結

果
入

社
3
年
以
内
の
退
職
率
0
%
を
達
成
し
て
い
る
。

同
社

が
特

に
重

ん
じ

て
い

る
の

が
、

社
内

の
コ

ミ
ユ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

だ
。

課
長

や
部

長
と

の
定

期
的

な

面
談

の
ほ

か
、

一
右

い
従

業
員

に
向

け
た

各
種

研
修

各

課
で

の
課

題
解

決
会

議
な

ど
を

年
に

数
回

実
施

。
役

職
や

部
・

課
の

垣
根

な
く

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

っ
た

り
、

い
つ

で
も

困
り

事
の

相
雰

で
き

た
り

す
る

仕
組

み
を

整
え

て
い

る
。

ま
た

、
社

内
サ

イ
ト

に
は

目
安

箱
が

設

置
さ

れ
、

誰
で

も
自

由
に

会
社

に
対

し
て

要
望

を
出

す

こ
と

か
で

き
る

。

「
目
安
箱
に
は
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
組

織
ル

ー
ル

の
改

善
要

望
も

あ
れ

ば
、

運
動

器
具

を
置

い
て

ほ
し

い
と

い
っ

た
要

望
も

。
す

ぐ
に

対
応

で
き

な
率

向
上

に
継

続
的

に

い
こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、
な

る
べ

く
従

業
員

の
要

望
は

取
り
入
れ

た
い

と
考

え
て
い

ま
す

」

こ
の

ほ
か

、
従
業
員

の
交
流
を

深
め
る
た

め
に
、

釣

り
や
マ

ラ
ソ

ン
な

ど
の

部
活

動
も

盛
ん

だ
と

い
う

。
社

内
の

風
通
し

が
良
く
、

従
業
員
同

士
が
自
然

と
コ
ミ

ユ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

し
や

す
い

雰
囲

気
が

あ
る

こ
と

が
、

働
き

や
す

さ
に
も

つ
な

が
っ

て
い
る

の
だ

ろ
う
。

「
従
業
員
の
健
康
・
会
社
の
健

康
で
す
。
従
業
員
が

健
康

的
に
働

け
る

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
健

康
経

営

に
取

り
組

む
一

番
の

理
由

で
す

が
、

副
次

的
効

果
と

し

て
企

業
の

社
会

的
イ

メ
ー

ジ
の

向
上

、
入

社
希

望
者

の

増
加

と
い

っ
た

効
果

も
あ

り
ま

す
。

今
後

も
従

業
員

が

働
き

が
い

を
感

じ
ら

れ
る

会
社

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で

い
き
ま
す
」

Column from an expert

産業医によるコラム

健康経営は社外にも社内に

ファンを作る

これまでの寄稿で、健康経営がもたらす様々

な好影響につぃて、いくつかの企業様におけ

る具体的な取り組みを通じて考察してきまし

た。今回の企業様の場合も、基本的な施策の

徹底から独自の取り組みまで、働きゃすぃ職

場づくりをていねいに行っている好例なのです

が、特筆すべきポイントは、入社3年以内の離

職率か'0%という驚くべきデータです。厚生労

働省によると、令和4年上半期の全産業にお

ける離職率は8.フ%となっており、この数値の

持つインパクトの大きさがおわかりいただけるか

と思います。健康経営を推進するにあたり、私

が産業医を務めている企業でもよく議論にな

るのは、「その結果、どんなべネフィy卜が得られ

るのか?」「費用対効果はどうなのか?」といった

疑問です。もちろん大切な観点ですが、多くの

場合、未知の試みに一定のコストを投資しきれ

ない方便の色合いが強いことも事実です。もち

ろん、どんな施策が離職率の低減に資したの

か、その因果関係を明らかにすることは容易な

ことではありません。しかし、今回の企業様は、

ストレス要因として名高い「仕事量」「対人関

係」の改善のために、時間外労働の削減や有

給取得率の向上、社内コミュニケーションの促

進などに熱心に力を入れ、着実にその成果を

上げており、大変に勇気づけられる事例である

といえるでしょう。

'亀、^.U4゛ー,,ノ,
^●

誤闇口

社内部活動も盛ん写真は従業員有志で

参加したりレーマラソン大会の様子

削

伐

や

有

n口

取

イ守

VISION PARTNER

メンタルクリニック四谷院長

尾林誉史(おはやレたかふみ)

桔神科医・産業医 1975年、東京生

まれ。nole株式会社など20社弱の企

業にて産業医仂ウンセリング業務を務

めている。著哲に元サラリーマンの楕

神科医が教える働く人のためのメンタ

ルヘルス術(あさ出版)などがある。

「健康

的に実1

を行うこ

をもたら

経済産

https:ノノ

kenko_

※「健康

です

営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略

することです。企業理念に基づき、従業員等への健康投資

は、従業員の活力向上や生産性の向上等の組織の活性化

、結果的に業紬向上や株価向上につながると期待されます

業省HPより)

WWW.met180.jD policy mono_info_service hea"hcare

elei html

経営"」は特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標
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実践!

社内で実施した血管年齡測定イベントの

様子

所在地.新潟県燕市小関657番地
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